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医療機関におけるノロウイルスに関する院内感染事案の報告等について

　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

　さて今般、院内感染によるノロウイルスの集団感染事例や患者の死亡事案が発生

したことから、厚生労働省医政局指導課より各都道府県等衛生主管部（局）院内感

染対策主管課宛に標記の事務連絡が発出されるとともに、本会に対してもその了知、

周知方依頼がありました。

　同事務連絡では、都道府県等に対し、所管の医療機関等に、感染予防対策の啓発

に努めるよう求めるとともに、ノロウイルスの集団感染を疑う場合や院内感染との

因果関係が否定できない死亡事例が発生した場合は速やかに管轄保健所に報告して

支援を受けることの周知を要請しております。．

　つきましては、貴会におかれましても、本件についてご了知いただくとともに、

貴会管下関係医療機関への周知方につきご高配賜りますようよろしくお願い申し上

げます。

　追って、同課事務連絡「医療機関等におけるノロウイルスの予防啓発について」

を同封いたしますので、併せてよろしくお願いいたします。



平成24年12月27日

社団法人　目本医師会　御中

厚生労働省医政局指導課

医療機関等におけるノロウイルスに関する院内感染事案の報告等について

標記について、別添のとおり各都道府県・保健所設置市・特別区衛生主管部

（局）院内感染対策主管課あてに事務連絡を発出しましたので、ご了知いただ

くとともに周知方よろしくお願いいたします。



事　　務　　連　　絡

平成24年12月25日

各眠剤…論策主管課御．

厚生労働省医政局指導課

医療機関等におけるノロウイルスに関する院内感染事案の報告等について

　先般、感染性胃腸炎の患者発生の増加を受け、平成24年12月7日付事務
連絡「医療機関等におけるノロウイルスの予防啓発について」（厚生労働省医政

局指導課）を発出したところですが、院内感染によるノロウイルスの集団感染

事例や患者の死亡事案が散見されています。

　貴部局におかれましては、「医療機関等における院内感染対策について」（平

成23年6月17日付医政指発0617第1号厚生労働省医政局指導課通知）、
「医療機関における感染性胃腸炎等の院内感染対策の徹底について」（平成18

年12月18日付医政指発第1218001号厚生労働省医政局指導課通知）
及びrノロウイルスに関するQ＆A」を参考に、所管の医療機関等に対し、更

なる手洗いの徹底や、糞便・吐物の適切な処理等の感染予防対策の啓発に努め

るようお願いします。

　また、医療機関等に対し、院内感染によるノロウイルスの集団感染を疑う場

合や、院内感染との因果関係が否定できない死亡事例が発生した場合は、速や

かに管轄保健所に報告し、支援を受けるよう周知をお願い致します。

　さらに、都道府県の院内感染対策担当部局におかれましては、感染症対策部

局と連携を図りながら対処のほど、お願い致します。なお、医療機関等におけ

るノロウイルスに関する報道発表等を都道府県又は医療機関が実施する場合は、

当課にご連絡をお願い致します。

（連絡先・問い合わせ先）

厚生労働省医政局指導課 03－3595－2194（指導課直通）

080－2037－8977（夜間・休日：携帯）

医療放射線管理専門官　梶野健太郎 （内2771）



事　　務　　連　　絡

平成24年12月7目

各〔1華1〕衛生主鵬策主管課御中

厚生労働省医政局指導課

医療機関等におけるノロウイルスの予防啓発について

　今般、感染性胃腸炎の患者発生の増加を受け、別添のとおり、平成24年

11月27日付事務連絡「感染性胃腸炎の流行状況を踏まえたノロウイルスの
一層の予防の啓発について」（厚生労働省健康局結核感染症課、医薬食品局食品

安全部企画情報課、監視安全課連名）が発出されたところです。

　貴部局におかれましては、「医療機関等における院内感染対策について」（平

成23年6月17日付医政指発0617第1号）、「医療機関における感染性胃
腸炎等の院内感染対策の徹底について」（平成18年12月18日付医政指発第

1218001号）及びrノロウイルスに関するQ＆A」を参考に、所管の医
療機関等に対し、手洗いの徹底や、糞便・吐物の適切な処理等の感染予防対策

の啓発に努めるようにお願い致します。

（参考）

ノロウイルス検出状況2011／12シーズン（国立感染症研究所感染症情報センター）

htt：〃www。n血．o．事1n薮d，’a／iasrnoro．html

ノロウイルスに関するQ＆A（最終改定：平成24年4月18目）

ht　：〃www．mhlw　o．し1to　ics／s　okuchu／ka㎜・en／obou／040204－1』htm1



事　．務　・連　　絡

寧歳24年11月27日
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．　　　　　　　　　　　　　　　感染性胃腸炎の流行状況を踏まえた

’　　　　　ノ・ウイ琳の7層の予防の啓畔ついて　．．、．’　．

　　　　．　　　ノロウイルスの感染及び食中毒の予防については、平成24年11月ゴ3日

　　　　’　付け事務連絡「感染性胃腸炎φ流行に伴うノ戸ウイルスの予防啓鞘について』．　　　’
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　　　　　　発生動向調査（逮鞭）によると、感染性胃腸炎の患者が急増しており、同時朔　　　し

　・　　　　では過去10年間で平成18年に次ぐ2番目の水準となっています。・．
　　　　　　　このため、ノロウィルスめ予防対策について、一層の普及啓発に努めて》・た　　　　　’

　　　 だくようお順いいたします．

　　　　　　　’特に、ノワウイルス食中毒の発生原因としては、調理従事者を介した発生が

　　　　　　主要なもφとなっていることから、ノ▽ウイ歩ス食中毒予防に関ナる夏春をま・

　　　　　　　ゆたりーフ妙トを縅しま戚．食品・．漁1鱒碑末一斉騰りの搬
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